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思
ふ
。
淡
い
も
の
を
探
す
以
外
も
れ
な
く
出
來
る
だ
け
廣
く
探
す
に
は

三
吋
四
吋
位
の
も
の
に
極
三
倍
奉
を
使
ふ
必
要
が
あ
る
。
赤
道
儀
で
は

探
し
に
く
い
。
随
分
澤
山
m
彗
星
－
こ
よ
く
に
た
星
雲
が
あ
る
か
ら
一
々

覗
野
の
ス
ク
ツ
チ
を
し
て
其
の
赤
縄
赤
緯
を
大
笠
記
し
て
お
く
事
で
難

し
い
も
の
は
山
酔
お
い
て
今
一
回
観
測
し
て
其
の
蓮
動
を
見
る
必
要
が

あ
る
。
扇
動
し
て
居
れ
ば
た
し
か
に
彗
星
で
其
の
日
々
運
動
を
出
さ
ね

ば
な
ら
ぬ
。
位
置
の
測
定
が
必
要
で
あ
る
。
此
れ
は
別
に
の
べ
る
望
遠

鏡
は
横
に
臥
し
た
方
が
見
つ
け
や
す
い
。
上
か
ら
下
に
入
っ
て
回
る
場

合
に
は
中
々
探
し
に
く
い
も
の
で
あ
る
。
探
す
時
に
使
ふ
接
眼
レ
ン
ズ

は
ヶ
ル
ナ
…
形
の
も
の
が
最
良
で
あ
る
。
絵
り
廣
角
で
は
一
こ
て
も
嚇
度

に
は
見
つ
け
に
く
い
か
ら
同
じ
部
分
を
三
分
づ
、
重
ね
て
二
度
づ
、

探
す
必
要
が
あ
る
。
観
測
の
方
で
は
位
置
の
測
定
が
重
要
な
部
分
で
あ

る
。
光
度
を
見
つ
も
る
に
は
焦
鮎
外
像
を
作
っ
て
廣
が
つ
た
星
の
光
S

比
較
す
る
の
で
あ
る
等
し
い
一
こ
思
っ
た
星
の
光
度
は
慶
光
星
の
観
測
を

や
っ
て
居
る
人
で
あ
れ
ば
困
難
で
は
な
い
。
直
径
は
視
野
の
直
径
か
ら

か
離
れ
た
二
重
星
の
距
離
等
か
ら
見
る
「
こ
大
抵
は
合
ふ
。
注
意
す
べ
き

は
核
の
有
無
，
こ
尾
の
有
無
－
こ
方
向
で
核
は
出
監
れ
ば
直
径
ミ
光
度
、
尾

は
位
置
角
を
調
べ
る
の
で
あ
る
。
（
つ
“
く
）

海
外
　
日
　
誌
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

在
来
國
ヤ
ー
キ
ー
ス
天
文
出
量

山
　
本
　
M
　
清

十
一
員
端
噌
闘
臼
（
金
）

　
い
よ
ノ
＼
寒
く
な
っ
て
來
た
。
今
日
ぼ
北
か
ら
吹
く
風
が
殊
に
実
、
い
。
プ
ン

ピ
ー
畏
に
よ
れ
ば
、
朝
の
蹴
温
に
華
氏
の
十
四
度
で
あ
っ
れ
。
之
れ
ば
織
氏
の

マ
イ
ナ
ス
十
度
で
、
自
分
が
十
五
年
來
京
都
の
冬
で
島
巡
し
た
最
低
濫
度
で
あ

っ
た
o
A
コ
ロ
慧
μ
血
一
後
四
［
博
頃
か
ら
、
村
の
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
の
家
附
へ
深
…
靴
亡
雨
靴

定
秘
買
ひ
に
行
っ
た
。
四
足
の
合
計
金
十
弗
五
十
斤
二
二
q

　
夕
食
後
、
二
人
で
り
一
氏
の
宅
へ
行
っ
て
、
ダ
ン
ス
の
御
稽
古
。
そ
の
御
禮

に
、
英
子
ば
り
i
夫
要
書
ミ
ス
・
カ
ル
ブ
ー
に
、
英
語
で
「
挑
太
目
」
の
話
か
し

て
や
っ
た
Q

　
一
丁
十
一
時
か
ら
自
分
に
ブ
ル
ー
ス
窮
］
呉
鏡
で
糊
諸
彦
丁
の
バ
ー
ナ
ー
ド
教
授
の

亡
こ
ろ
へ
行
き
、
い
ろ
一
定
撮
影
上
の
話
た
き
い
カ
。
夜
牛
二
字
転
宅
。

噛
卿
月
二
十
重
日
（
土
）

　
朝
九
時
起
き
、
十
畦
か
ら
天
交
峯
に
出
て
、
例
の
通
り
計
算
Q

土
躍
臼
で
、
午
礎
は
誰
も
み
な
い
。

糸
㎜
月
二
十
宍
日
（
日
）

　
請
書
早
牛
、
教
會
へ
行
つ
六
。
今
日
ば
コ
ー
レ
ー
ご
い
ふ
人
の
説
教
で
、
主

に
東
洋
諸
國
の
敏
育
及
び
二
道
に
關
す
ろ
こ
ビ
に
つ
い
て
で
あ
っ
れ
。

日
哩
墨
校
で
は
、
幼
年
蔀
ミ
ス
・
カ
ル
ブ
ー
ト
の
求
め
に
よ
り
、
日
本
の
子
供

の
話
写
し
日
本
語
の
讃
美
歌
な
歌
っ
て
き
か
ぜ
た
。

　
午
後
ほ
バ
ー
ナ
ー
ド
、
セ
ン
キ
ス
爾
家
士
訪
問
し
た
Q
バ
ー
ナ
ー
ド
氏
方
へ

曽
μ
パ
ー
ク
ハ
ー
ス
ト
氏
夫
妻
も
來
ら
れ
㍉
ゼ
ン
キ
ン
ス
氏
方
へ
ば
フ
ロ
ス
ト
夫

妻
も
來
て
る
ら
れ
た
。

⊥T

鼬
侍
C
†
セ
日
（
月
）

　
午
後
一
時
＝
十
分
よ
り
、
村
の
小
學
校
に
招
か
れ
、
ハ
イ
ス
〃
ー
ツ
の
生
徒

に
日
本
の
國
欺
の
4
班
准
話
し
糞
Q
エ
ハ
ガ
キ
や
ら
、
切
偉
地
や
ら
、
新
聞
や

ら
、
雑
誌
や
ら
箸
や
ら
、
い
ろ
ん
な
も
の
な
持
っ
て
行
つ
れ
。
英
子
に
日
本

服
み
着
て
行
っ
て
、
日
本
式
の
衣
食
住
の
説
明
を
し
六
。



　
「

1
7
「

1

　
夜
、
曇
り
。
圖
書
室
で
勉
強
Q

　
今
目
、
「
天
界
し
　
第
二
十
二
、
二
十
三
號
到
着

電
脳
月
二
十
八
日
（
火
）

　
午
前
中
、
パ
ー
ク
ハ
ー
ス
ト
教
授
の
室
で
カ
シ
ナ
ペ
ア
の
U
星
光
度
測
定
、

午
後
四
時
か
ら
、
シ
カ
ゴ
の
ナ
ー
デ
ト
リ
ウ
ム
で
開
か
れ
、
て
る
ろ
佛
人
ク
ソ
マ

ン
ソ
ー
の
演
説
か
聞
く
六
め
、
フ
ロ
ス
下
墓
長
な
始
め
、
肇
員
悉
く
無
線
電
話

室
に
集
ま
ろ
Q

夜
、
ザ
ー
ク
ハ
ー
ス
ト
教
授
宅
共
に
、
二
十
四
吋
反
射
鏡
に
て
、
カ
シ
ナ
ペ
ア

の
U
星
附
近
の
光
度
撮
影
か
や
る
。
十
時
終
ろ
。
今
夜
に
パ
ー
ク
ハ
．
ー
ス
玉
氏

の
室
の
ソ
フ
ァ
で
眠
る
〇

十
鞭
月
二
十
九
日
（
水
）

　
爾
米
ス
キ
エ
レ
ル
ー
プ
氏
又
々
新
彗
星
鋸
山
の
電
報
が
來
六
〇
バ
ン
ビ
ー
氏

ε
・
目
へ
刀
ビ
ば
、
．
そ
れ
一
一
観
測
の
準
伽
な
冊
ワ
る
。
眸
胃
刻
げ
n
朝
で
、
．
伽
二
度
ぱ
い
南
へ

ー
ビ
去
っ
て
行
く
ら
し
い
Q
月
が
近
づ
い
て
來
な
い
間
に
漁
戸
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

夜
＋
時
か
ら
パ
ー
ク
ハ
ー
ス
ト
敦
授
ご
止
ハ
に
四
＋
吋
大
望
遠
鏡
の
室
に
上
り

始
め
、
ナ
リ
太
ン
四
雷
尚
是
㎜
継
見
た
定
こ
ろ
が
、
偶
堀
然
に
も
1
3
M
星
が
繍
田
光
晶
収
少

時
期
で
あ
っ
六
〇
自
分
ば
京
都
で
、
一
度
諮
れ
、
か
見
査
こ
ド
・
ば
あ
る
が
、
パ
ー

グ
，
（
授
ほ
之
れ
が
始
め
て
だ
ε
言
っ
て
ゐ
ら
れ
ろ
。
（
同
教
授
匡
先
頃
、
此
の
星

の
攣
軌
．
彪
認
め
な
い
ビ
い
ふ
意
味
の
小
文
為
獲
表
さ
れ
象
人
弔
＼
あ
ろ
。
事
實
に

ば
勝
て
・
な
い
も
の
だ
）
Q

　
夜
牛
か
ら
自
分
に
パ
ー
ル
敏
授
の
指
導
に
よ
っ
て
、
此
の
四
十
吋
で
ル
ム
フ

オ
ド
部
の
瑞
眞
な
撮
ろ
。
握
膨
昨
問
一
瞬
問
。
亘
れ
ば
自
分
心
し
て
最
初
の
光

榮
ぐ
－
善
、
僥
ご
で
あ
っ
糞
G

十
晒
月
蔦
÷
日
（
木
）

駒
仁
、
四
＋
吋
で
の
撮
影
が
二
時
ま
で
か
・
つ
六
。
そ
れ
か
ら
自
分
匡
パ
ー

グ
数
授
の
ソ
フ
ァ
で
眠
っ
た
。
そ
し
て
四
十
か
ら
起
き
て
新
彗
星
な
翻
輸
す
う

つ
も
d
で
あ
っ
六
が
、
」
フ
ト
れ
慰
し
て
、
眼
秘
さ
ま
し
六
の
ば
玉
時
過
ぎ
、
も

ば
や
藻
朋
で
あ
ろ
Q
．
大
急
ぎ
十
二
吋
の
塔
に
馳
け
上
っ
て
、
．
彗
星
存
さ
が
し
六

が
、
慧
ぱ
明
ろ
く
て
見
え
な
か
っ
た
。
獲
念
で
あ
っ
た
。

　
今
口
ぱ
感
謝
祭
（
サ
ン
ク
ス
、
ギ
ヴ
イ
ン
グ
、
デ
イ
）
で
御
休
み
日
だ
。
自
分

等
も
動
か
ら
宅
で
バ
ン
ビ
ー
氏
家
族
一
阿
ざ
共
に
愉
快
に
遊
ぶ
。
ひ
ろ
頃
エ
ル

ッ
ン
か
ら
ニ
ウ
が
A
氏
夫
妻
が
來
ら
れ
、
正
午
に
匡
卓
か
な
ら
．
へ
て
、
七
面
鳥
．

の
御
馳
走
つ

　
夜
、
フ
ロ
ス
ト
氏
等
の
誘
引
に
よ
り
、
天
丈
藁
の
者
総
禺
で
、
湖
岸
の
ヒ
ー

り
－
氏
方
へ
招
か
れ
て
行
き
、
美
し
い
廣
間
で
、
活
動
爲
麗
な
見
廻
Q
主
に
北

極
地
方
の
爽
、
さ
・
り
な
エ
ス
キ
モ
ー
の
生
活
の
由
面
で
あ
っ
（
ム
Q
．
占
－
畔
一
型
宅
弗
工
は
匡
誠

り
。

十
二
月
剛
日
（
金
）

　
ひ
る
の
内
は
パ
ー
ク
氏
の
室
で
光
度
測
定
。

午
後
か
ら
夜
に
ば
、
圖
書
室
で
勉
強
・
空
は
曇
り
Q

十
罵
月
二
臼
（
土
）

　
午
前
中
、
パ
ー
ク
氏
の
室
で
カ
シ
オ
ペ
ア
U
星
篇
野
望
の
星
調
べ
定
測
定
。

午
後
ば
自
分
の
室
で
バ
ー
デ
薄
謝
の
位
置
の
計
算
を
し
距
。

夜
ば
二
十
四
吋
反
射
鏡
で
巨
鯨
s
星
の
撮
影
な
し
索
。

　
先
日
、
通
信
販
萱
で
当
室
し
敦
観
測
用
．
羊
毛
外
套
其
の
外
四
貼
本
日
到
着
9

大
攣
よ
ろ
し
い
っ

十
窮
月
三
日
（
日
）

　
午
前
中
、
二
人
で
教
會
行
き
Q

　
午
後
ば
ひ
ろ
れ
、
四
時
牛
頃
、
ニ
ウ
カ
ム
牧
師
が
訪
れ
て
來
ら
れ
、
大
あ
1
1

て
に
眼
な
さ
ま
し
て
面
會
し
六
。
夕
方
に
は
散
歩
に
出
て
、
o
i
氏
な
訪
ね
カ
．

「
夜
曇
り
。
勉
強
。

十
嵩
月
瀦
臼
（
月
）

　
午
前
十
一
時
頃
、
ハ
r
ヴ
ア
ド
よ
り
天
丈
電
報
二
つ
到
養
Q
一
つ
ば
〃
マ
ニ

ア
の
ソ
ウ
イ
ー
ソ
ル
氏
が
琴
座
附
近
に
新
星
な
只
見
し
公
亡
い
ふ
Q
光
度
ぱ
一

等
級
虐
い
ふ
か
ら
、
又
々
齪
測
界
た
振
ば
す
だ
ら
う
こ
の
操
想
Q
他
の
こ
電
報

に
ナ
カ
ム
ラ
氏
の
装
駐
嚢
見
報
ピ
あ
る
Q
勿
論
之
れ
ほ
大
日
本
京
都
の
申
村
要

氏
に
違
ひ
な
い
。
「
ヤ
ア
日
本
の
獲
見
だ
」
ε
い
ふ
の
で
蔓
長
始
め
、
皆
々
、
白

分
に
「
バ
ン
班
ー
イ
」
な
言
ロ
っ
て
く
れ
、
ろ
O
し
か
し
彗
星
電
加
鰍
の
方
1
／
電
文
に
不

明
の
個
断
が
あ
っ
て
、
星
の
位
置
や
等
級
の
籔
の
一
致
が
不
可
解
で
あ
ろ
Q
星
．

の
名
乳
、
少
々
お
か
．
し
い
山
賃
ニ
コ
○
。
日
Φ
”
ミ
あ
ろ
多
分
H
｝
醇
瓢
器
O
。
ヨ
2
だ
ろ

う
ビ
思
ふ
が
馬
し
か
し
、
「
若
し
ペ
ァ
イ
ン
彗
星
獄
ら
ば
、
近
頃
ロ
シ
ア
の
カ
サ

ゴ
フ
氏
が
獲
表
し
た
多
出
位
置
ビ
に
殆
ん
ご
正
反
封
の
位
置
に
な
っ
て
み
る
」

亡
言
っ
て
バ
ン
ビ
ー
氏
は
大
に
怪
し
ん
で
み
る
。
何
の
事
だ
か
わ
か
ら
カ
い
。



！18，

「
第
一
、
電
文
を
確
か
め
な
け
れ
ば
］
電
言
っ
て
、
．
重
油
局
に
か
け
合
ふ
て
調

査
し
て
も
ら
う
こ
ビ
に
な
つ
六
。
一
i
電
信
局
か
ら
に
、
や
つ
ビ
タ
方
に
技
師

が
來
て
㌧
疑
問
が
解
け
六
。
星
の
名
に
依
然
国
。
時
ぎ
で
あ
る
が
、
位
置
ε
光

度
ぜ
ば
確
か
に
な
つ
糞
、
光
度
が
十
三
等
定
い
ふ
の
で
、
バ
ン
ビ
ー
氏
も
一
寸

灘
測
を
躊
躇
し
て
み
ろ
O

　
新
星
の
☆
め
に
に
、
バ
ン
ビ
ー
氏
ば
十
二
吋
赤
遣
儀
で
慨
置
秘
測
ろ
こ
定
、

パ
ー
ク
氏
ば
六
吋
カ
メ
ラ
で
ス
ペ
ル
ト
ル
や
光
度
か
測
ろ
こ
書
、
（
自
分
に
之
れ

か
手
傳
ふ
ご
亡
）
、
ス
ト
〃
フ
ェ
君
匡
四
十
吋
為
終
夜
占
領
し
て
ス
ペ
ク
ト
ル
の

蓮
緬
親
測
な
行
ふ
・
蓬
亡
、
書
の
問
か
ら
、
皇
長
フ
ロ
ス
不
氏
ば
各
親
測
者
の

室
為
訪
ね
ま
1
1
つ
て
部
署
な
き
め
ろ
。
バ
ー
ナ
ト
ド
氏
は
、
明
目
㌦
よ
そ
へ
講

演
に
行
く
筈
で
あ
る
が
、
こ
う
し
れ
特
別
な
場
合
で
あ
ろ
か
ら
、
夜
に
は
や
は

リ
プ
ル
ー
ス
爲
眞
機
で
撮
影
か
す
る
ら
し
い
。

　
溝
備
ば
全
く
出
來
。
皆
々
日
没
か
待
つ
。
午
後
五
蒔
過
、
一
同
、
そ
れ
一

の
宅
へ
、
平
常
よ
り
少
し
早
い
夕
食
た
六
べ
に
脈
つ
れ
。
自
分
も
宅
へ
露
っ
て

バ
ン
ビ
ー
氏
亡
共
に
西
向
の
窓
か
ら
、
夕
空
か
高
く
見
守
っ
て
ゐ
療
Q
し
か
し

生
曾
、
空
に
ば
雲
が
少
し
く
浮
ん
で
琴
座
匡
織
女
だ
け
が
雲
間
か
ら
見
．
乳
ろ
ば

か
U
。
時
々
、
べ
星
や
ガ
星
も
見
え
、
稀
に
ぽ
迷
鳥
の
べ
星
も
見
え
か
く
れ
す

ろ
。
け
れ
ご
、
其
の
附
近
に
一
等
星
ら
し
い
新
目
星
ロ
全
く
見
當
ら
な
い
。
午

後
六
田
頃
、
記
紀
よ
ほ
こ
薄
く
な
っ
て
、
三
等
星
に
皆
明
ら
か
に
見
．
乳
て
る
ろ

の
に
、
珍
ら
し
い
星
ば
何
も
な
い
。
「
攣
だ
ナ
ア
」
ぐ
」
言
つ
公
ば
か
り
で
、
誰
も

か
れ
も
、
疑
ひ
が
晴
れ
な
い
。
「
之
れ
も
電
文
の
誤
り
か
？
し
ビ
に
か
く
、
天
文

豪
へ
、
肩
上
ふ
わ
け
で
、
夕
食
後
、
直
ち
に
出
が
け
て
見
ろ
ご
、
パ
ー
ク
氏
も

ス
ト
ル
フ
エ
氏
も
り
1
氏
も
、
皆
、
既
に
天
文
墓
へ
出
て
來
て
、
「
見
え
な
い

一
」
ε
言
っ
て
み
る
。
望
漬
一
鏡
オ
い
ふ
望
一
霞
ば
皆
蓋
秘
開
け
、
ド
ー
ム
な

西
に
向
け
て
、
瀞
ン
ヤ
り
し
て
み
る
Q
庇
の
蒔
の
光
景
、
蔓
員
一
同
、
狐
に
だ

ま
さ
れ
距
形
！

　
其
の
夜
、
夜
が
更
け
う
ま
で
、
皆
、
天
丈
藁
に
居
幾
っ
て
る
六
〇
二
丈
の
誤

り
か
も
知
れ
な
い
。
天
の
ご
こ
か
に
新
し
い
一
等
星
ば
見
え
る
だ
ら
う
亡
、
れ

ぴ
ぐ
、
外
へ
出
て
、
東
天
か
ら
昇
ろ
つ
ぎ
ん
Y
の
星
座
為
眺
め
カ
。
し
か
し

遽
に
星
三
三
に
も
勝
つ
か
ら
な
か
つ
六
。
一
1
何
が
此
ん
な
に
閥
蓮
つ
大
の
か

？
定
に
か
く
未
曾
有
の
憲
劇
で
あ
っ
れ
。

十
轟
聖
職
日
（
火
）

　
朝
午
前
四
過
噴
か
ら
、
自
分
ば
二
十
四
吋
反
射
鏡
で
中
村
彗
星
の
捜
索
な
や

つ
染
。
篇
眞
も
二
つ
れ
O
し
か
し
見
つ
か
ら
な
い
O

　
．
今
日
も
バ
7
デ
彗
星
の
侍
臨
置
の
計
疎
鼻
ん
冒
す
る
O

　
今
夜
1
ー
パ
ー
〃
バ
ー
ス
ト
氏
亡
、
十
時
か
ら
四
十
吋
で
ル
ム
フ
ナ
〃
ト
部
の

爲
眞
彪
撮
る
筈
て
あ
っ
六
が
、
空
回
の
都
入
口
上
、
星
像
が
悪
く
て
、
ε
て
も
駄

目
り
ゃ
む
な
く
、
月
な
ご
観
望
し
帰
り
し
敦
　
好
い
慰
さ
み
で
あ
っ
糞
¢

　
英
子
は
今
日
、
地
下
室
で
爲
眞
な
や
き
つ
け
糞
り
し
て
ゐ
カ
O
コ
ダ
〃
。
肯

メ
ラ
の
。

中
門
【
月
白
日
（
水
）

　
今
日
ほ
午
前
中
、
測
微
器
室
で
、
バ
ン
ビ
i
氏
か
ら
渡
さ
れ
穴
観
護
霜
眞
板

剤
測
定
す
る
。

　
今
日
か
ら
二
日
間
、
村
の
敏
會
で
バ
ザ
ア
が
開
か
れ
ろ
の
で
、
天
上
墓
の
掲

示
板
も
賑
々
し
い
。
夫
人
五
ち
は
朝
か
ら
つ
め
か
け
て
行
っ
て
、
準
備
に
帖
は

し
さ
う
Q
英
子
も
、
「
日
本
茶
」
の
接
待
な
す
る
定
て
、
日
本
服
で
、
パ
ー
ル
ハ

ー
ス
ト
設
授
の
自
働
軍
で
連
れ
ら
れ
て
行
つ
カ
Q

　
午
後
六
時
頃
、
バ
ザ
ア
の
會
食
の
時
劾
に
ば
、
天
馬
塵
の
槻
濡
者
盈
ち
も
総
．

高
で
行
く
。
村
中
か
ら
集
つ
索
も
の
、
否
、
外
の
村
か
ら
出
掛
か
け
て
來
乗
も

の
も
加
へ
て
、
纏
勢
二
百
人
。
之
れ
が
教
導
の
地
下
室
で
ラ
ン
チ
奄
食
べ
ろ
賑

や
か
さ
1
　
A
民
事
が
す
ん
だ
一
三
、
フ
ロ
ス
ト
論
題
長
が
山
皿
っ
て
、
牧
師
に
紀
念
ロ
甑

か
贈
る
意
味
の
演
息
な
し
れ
、
十
時
頃
退
散
。
空
に
曇
り
。

十
二
月
七
日
（
木
）

　
今
日
も
親
坐
板
の
測
定
な
綴
け
カ
。
午
後
終
ろ
Q
何
だ
か
、
星
の
像
ビ
親
差
、

の
儂
ミ
の
間
に
疑
問
が
あ
ろ
の
で
、
夕
方
、
リ
ー
氏
ピ
意
見
を
交
換
し
距
Q

　
今
日
も
、
午
後
六
時
頃
、
ラ
ン
チ
の
れ
め
、
・
教
卓
へ
行
っ
て
見
ろ
。
地
下
室

ば
昨
日
ご
同
じ
様
な
騒
ぎ
Q
昨
日
の
経
瞼
に
よ
っ
て
か
、
今
日
の
食
事
は
分
量

も
多
く
、
味
も
好
か
つ
糞
〇

十
二
月
八
日
（
金
）

　
島
津
氏
の
招
き
に
よ
り
、
今
日
ほ
朝
七
時
牛
の
汽
車
で
シ
カ
ゴ
に
行
く
。
少

し
廟
れ
し
乳
力
め
、
朝
食
も
食
べ
す
に
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
馳
け
つ
け
漸
く
間
に

合
つ
カ
。
シ
カ
ゴ
に
恥
い
乗
。
下
町
で
二
三
の
買
物
な
し
て
、
三
時
頃
、
日
本

人
青
年
會
に
行
き
、
丁
度
そ
こ
で
開
か
れ
て
る
ろ
日
本
品
の
バ
ザ
ア
の
景
氣
た

見
穴
。
久
し
ぶ
弓
で
、
御
す
し
の
御
馳
走
為
喜
ぶ
。
午
後
四
時
、
約
束
に
よ
り
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擢
か
れ
て
、
大
學
附
近
の
ギ
ル
キ
ー
牧
師
の
宅
へ
行
き
、
．
牧
師
夫
妻
に
面
影
し

六
。
同
粒
師
ば
先
年
、
京
都
大
學
の
松
山
敏
授
ご
報
意
で
あ
っ
六
人
で
、
今
日

も
松
山
域
の
話
な
ご
が
出
大
Q
他
の
來
二
六
ち
ミ
共
に
、
御
苓
か
篤
い
て
、
夕

方
に
島
津
白
方
に
漏
ろ
Q

穿
㎜
岡
謹
選
巳
（
土
）

　
午
前
中
、
下
町
か
散
歩
、
歳
末
の
景
氣
な
見
ろ
。

　
午
後
ば
口
本
人
青
年
會
の
中
で
、
判
子
ぱ
バ
ザ
ー
の
手
傳
ひ
、
自
分
ば
瀞
ン

ヤ
サ
Q

噛
轟
月
令
日
（
日
）

　
如
ム
剛
十
一
蒔
、
　
晒
弟
一
一
一
十
山
ハ
街
の
ハ
イ
ド
・
　
パ
ー
ル
浸
調
槻
教
金
儲
の
艘
風
拝
覧
に
、
参

列
。
ギ
ル
キ
ー
牧
師
の
設
滑
教
か
き
く
。

　
午
後
ぱ
早
々
、
島
津
氏
方
雇
僻
し
二
時
五
十
五
分
、
西
北
停
車
場
か
ら
汽
車

で
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
・
べ
一
に
熱
る
Q
べ
一
ば
鐵
通
の
終
黙
な
の
で
、
レ
ー
キ
・

セ
ネ
ブ
騨
な
過
ぎ
て
か
ら
、
列
車
中
に
居
残
ろ
客
ぱ
、
べ
一
の
人
ば
か
り
、
皆

々
御
互
ひ
に
知
u
・
合
ひ
で
、
汽
車
ぱ
借
り
き
り
の
様
な
ア
・
ト
ホ
ー
ム
。
今
日
も

小
著
校
の
先
生
臨
交
、
そ
」
れ
に
「
天
胸
心
肯
蟹
の
バ
レ
ソ
不
氏
な
ご
同
車
し
て
撃
つ
れ
。

噸
島
月
下
一
日
（
月
）

　
今
日
、
ば
手
紙
を
か
い
距
り
、
議
書
し
乗
り
し
六
Q
英
子
ば
シ
カ
ゴ
行
き
で

少
々
疲
勢
の
様
子
。

　
夜
ほ
、
村
の
小
才
校
で
フ
ー
バ
ー
氏
の
盲
唖
教
育
に
了
す
ろ
講
演
が
あ
っ
て

フ
ロ
ス
ト
氏
始
め
、
天
丈
薦
心
の
山
土
力
…
人
々
口
皆
　
行
つ
ナ
ρ
o

十
罪
月
や
㎜
㎜
目
（
火
）

　
に
1
／
か
に
集
、
く
な
っ
て
來
宏
。
今
朝
ば
箪
筑
マ
イ
ナ
ス
ニ
．
度
（
素
月
氷
黙
以

下
十
九
庄
）

　
今
日
、
〔
告
室
で
、
フ
ト
英
國
天
丈
量
會
（
B
A
A
）
の
號
外
雑
誌
（
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
）
か
見
力
ら
、
ペ
ラ
イ
ン
晶
彗
星
の
推
算
蓑
が
曲
軌
っ
て
ゐ
署
し
そ
れ
冒
で
、
見

る
ぐ
＼
軌
置
要
素
に
封
し
て
ぽ
、
む
し
ろ
角
早
な
何
定
な
し
て
、
計
算
が
し
r
、

あ
ろ
の
で
あ
る
が
、
判
れ
の
位
置
ぱ
、
先
日
、
中
村
君
が
京
都
で
獲
淫
し
カ
も

の
に
頗
惹
近
い
。
「
メ
ハ
ア
，
中
村
君
ば
謀
れ
か
見
て
、
ペ
ラ
イ
ン
存
捜
し
た
の

だ
ナ
」
．
ご
合
鮎
が
一
灯
つ
カ
。
（
自
分
も
、
す
・
つ
ぐ
」
以
前
に
此
の
部
分
為
讃
ん
だ
塚
宵

な
．
の
だ
が
．
今
ま
で
、
す
っ
か
り
忘
れ
て
ゐ
糞
Q
丁
度
、
そ
の
時
、
バ
ー
ナ
ー

ド
氏
が
圖
書
室
に
居
ら
れ
実
の
で
、
見
ぜ
ろ
ぜ
、
氏
も
今
更
、
中
村
君
の
目
見

の
意
味
が
わ
か
つ
六
マ
」
言
っ
て
喜
ば
れ
糞
Q
自
分
匡
、
又
罷
れ
な
バ
ン
ビ
i
氏

に
見
浮
立
ら
、
氏
も
大
に
了
解
さ
れ
六
。
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
ば
、
カ
サ
づ

フ
氏
の
近
日
黙
通
過
の
假
定
が
、
よ
ほ
ざ
胤
違
つ
六
も
の
だ
Q
ご
に
か
く
、
之

れ
で
中
村
彗
星
獲
見
の
了
解
が
出
來
糞
ピ
し
て
、
さ
て
、
今
島
に
な
っ
て
見
れ

ば
・
既
に
日
撒
も
経
イ
、
ゐ
う
か
ら
、
親
野
の
ぜ
ま
い
二
十
四
吋
反
射
鏡
で
ば
観

測
が
出
來
さ
う
に
な
い
Q
そ
こ
で
、
自
分
ば
バ
ー
ナ
ー
ド
氏
の
ブ
ル
ー
ス
爲
貫

機
器
使
用
す
る
こ
ご
な
詐
さ
れ
カ
Q
今
山
佼
ば
バ
ー
ナ
ー
ド
氏
津
μ
・
夕
暮
か
ら
ぬ
†
⊥
剛

二
時
ま
で
績
け
さ
ま
に
四
十
．
吋
准
用
ゐ
ら
れ
ろ
筈
で
あ
ろ
。
其
の
問
に
自
分
ば

ブ
ル
ー
ス
か
使
ふ
ぜ
定
め
て
、
準
備
を
し
大
。

．
夕
食
後
、
自
分
ば
早
速
、
ブ
ル
ー
ス
室
に
入
っ
て
、
北
極
二
上
の
撮
影
を
し

大
り
、
二
三
星
雲
の
爲
眞
か
撮
っ
た
り
し
六
が
、
夜
曲
頃
A
大
犬
小
犬
の
星
座

が
、
高
く
上
っ
て
肖
る
晴
期
な
見
天
、
此
の
蓬
ド
思
ぼ
れ
る
中
村
露
霜
の
あ
カ

リ
炬
、
子
忌
ξ
六
吋
電
着
方
の
器
械
で
撮
影
し
六
Q
此
の
卯
眞
ほ
む
』
バ
ン
ビ

ー
武
の
好
ム
詩
心
．
を
そ
」
つ
払
ト
。
撮
影
が
終
ろ
や
4
1
や
、
氏
ぱ
占
指
分
の
馬
歯
へ
來
て

「
直
ぐ
現
像
し
な
さ
い
Q
客
星
の
位
置
さ
へ
分
れ
ば
、
私
ば
今
夜
の
内
に
四
十

吋
で
襯
測
し
ま
す
か
ら
」
Q
ビ
言
匡
れ
る
の
で
鳶
な
る
ほ
こ
、
亡
私
に
早
速
現
像

に
か
・
つ
れ
。
そ
し
て
午
前
三
薩
頃
、
之
れ
々
水
か
ら
上
げ
て
、
匂
眞
瓦
全
骸

為
黙
検
し
始
め
六
が
、
不
思
議
に
も
、
角
度
†
度
洗
方
の
跳
の
面
積
に
、
十
玉

等
星
ま
で
ば
必
ず
爲
っ
て
み
ろ
此
の
種
板
の
上
に
、
彗
星
ら
し
い
も
の
は
一
つ

も
見
當
ら
な
い
。
自
分
も
バ
ン
ビ
ー
氏
も
大
に
失
望
～
よ
ム
Q

十
農
月
雫
㎜
講
目
（
水
）

　
今
日
ぱ
天
叙
が
悪
い
。
室
内
で
小
遊
星
灘
測
の
塑
理
な
ご
し
六
Q

夜
に
早
く
就
床
。

牛
農
月
÷
鰯
日
（
木
）

　
一
掃
日
の
中
村
彗
．
星
捜
索
の
不
詳
功
が
不
㎡
解
で
な
ら
な
い
。
今
日
ば
朝
か
．

ら
、
同
彗
星
の
栄
爵
の
計
算
な
ご
し
宏
。
次
ぎ
の
晴
夜
に
的
一
度
試
み
糞
い
。

十
罵
月
．
牽
置
日
（
金
）

　
今
R
「
ぽ
晴
。
又
、
バ
．
i
ナ
ー
ド
氏
に
．
由
・
し
出
　
て
、
ブ
ル
ー
ス
准
使
ひ
、
山
佼
ぬ
†

頃
、
巾
村
ペ
ラ
イ
ン
彗
星
の
捜
索
撮
．
影
た
や
つ
カ
。
こ
ん
ご
ロ
プ
リ
ン
ク
顯
、
飯

鏡
に
か
け
う
つ
も
り
で
、
蓮
綾
的
に
二
枚
づ
、
書
影
し
敦
O

此
爲
藁
も
、
一
儲
り
見
穴
所
ぱ
央
敗
で
あ
っ
六
。
ご
う
も
其
れ
ら
し
も
の
匡

見
當
ら
な
い
Q
バ
ー
ビ
ー
氏
も
や
ば
り
此
の
結
果
か
不
思
議
に
思
っ
て
み
ろ
G
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コ
陶
に
一
九
一
山
ハ
年
の
時
の
例
四
も
あ
ろ
O
”
此
燦
の
金
星
も
身
鋤
に
光
り
が
嚢
へ
糞

も
の
な
の
か
し
れ
な
い
」
ぐ
」
言
っ
て
み
ろ
O

　
今
迄
報
知
も
手
に
入
ら
な
い
ε
こ
ろ
か
ら
見
る
ミ
、
外
の
天
交
蔓
で
も
此
の

星
か
醐
齎
し
て
み
な
い
ら
し
い
。

十
皿
回
月
十
六
日
（
土
）

　
今
日
巨
土
曜
で
牛
日
の
休
み
。
し
か
し
寒
い
の
で
散
歩
も
出
廉
す
、
宅
で
小

晃
供
亡
遊
ぶ
。
空
も
悪
い
。

南
向
画
月
十
唾
臼
（
日
）

　
一
幅
難
中
、
例
の
涌
喘
り
、
村
の
教
會
へ
禮
一
拝
に
行
く
Q

　
午
後
ば
り
ー
氏
の
宅
か
訪
問
し
カ
。

　
〃
リ
ス
マ
ス
が
近
づ
い
れ
六
め
、
敏
倉
で
も
、
家
庭
で
も
、
そ
れ
ら
し
い
空

氣
か
一
ぱ
い
で
あ
ろ
Q

÷
島
月
や
八
日
（
月
）

　
非
…
富
な
実
・
さ
だ
o
A
「
朝
、
オ
フ
オ
・
ス
で
の
雪
量
長
の
話
に
、
昨
山
佼
の
レ
コ
ー
ド

ば
垂
・
氏
マ
イ
ナ
ス
十
由
嵐
、
（
猛
…
氏
氷
黙
以
下
二
十
三
度
）
で
あ
っ
議
ム
。
轍
一
た
あ
ろ
．

い
て
も
ロ
元
あ
糞
り
か
痛
い
や
う
に
感
じ
ろ
。

÷
謡
月
†
九
日
（
火
）

　
昨
跨
［
か
ら
引
・
き
つ
穿
い
て
小
遊
星
蘭
咄
測
整
理
の
距
め
の
計
算
Q

山
越
、
晶
央
子
ば
婦
人
ク
ラ
ブ
の
歪
．
・
曾
だ
冨
」
て
、
ミ
ス
・
カ
ル
ザ
ー
ト
の
宅
へ
行
き

十
貯
頃
昂
ろ
。

や
罵
月
乱
十
日
（
水
）

　
英
子
ほ
今
口
か
ら
天
丈
壷
で
，
愛
光
星
の
光
度
曲
線
な
引
く
こ
ピ
書
す
ろ
Q

自
分
直
A
「
日
一
μ
パ
ー
ク
氏
の
室
で
光
度
測
定
Q

　
夜
自
分
ば
パ
ー
ク
氏
ビ
共
に
、
、
四
十
吋
に
よ
っ
て
、
攣
光
星
の
野
駆
か
す
ろ

星
野
が
悪
し
く
て
、
窟
眞
撮
影
に
は
不
適
當
な
ろ
雲
め
O

÷
剛
四
月
二
十
一
日
（
木
）

　
か
ね
て
注
丈
し
て
置
い
糞
大
英
百
科
全
書
第
ナ
ニ
阪
が
鼠
穴
Q

　
夜
、
二
十
四
吋
反
射
鏡
で
、
愛
光
星
の
附
近
二
三
定
、
小
遊
星
捜
索
の
撮
影

た
す
ろ
。

猿
島
月
二
十
二
日
（
金
）

　
年
末
で
、
村
の
學
校
も
、
い
よ
一
今
日
切
リ
で
、
明
日
か
ら
に
〃
リ
ス
マ
．

ス
休
暇
。
今
日
の
午
後
に
に
生
徒
力
ち
の
演
藝
が
あ
る
ビ
い
ふ
の
で
、
天
丈
豪

の
先
生
達
も
夫
人
糞
ち
も
、
皆
見
に
行
く
。
幼
稚
か
ら
、
ハ
イ
ス
グ
ー
ル
に
至
．

る
ま
で
、
歌
た
歌
ふ
や
ら
、
芝
居
堕
す
ろ
や
ら
、
陽
氣
な
面
白
い
血
合
で
あ
っ

流
。　

夜
ほ
又
、
教
會
で
ク
リ
ス
マ
ス
紐
念
演
藝
會
。
絵
興
に
活
動
面
魂
が
爲
さ
れ

索
が
、
之
れ
ば
何
所
か
ら
借
ゆ
て
來
た
も
の
か
、
全
く
、
面
自
く
な
か
っ
た
Q

善
後
、
小
躍
六
ち
に
ば
御
菓
子
が
當
つ
衷
。

†
薗
回
月
幽
㎜
十
襯
鳥
日
（
土
）

　
世
の
．
中
は
、
す
っ
か
り
ク
リ
ス
マ
ス
氣
分
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
人
の
話
な

告
い
で
も
、
新
聞
や
難
誌
た
見
て
も
－
…
…
夫
丈
墓
で
も
合
日
に
誰
一
人
研
究

し
て
ゐ
了
．
い
。

十
二
月
二
十
画
目
（
B
）

　
朝
、
教
會
で
ク
リ
ス
マ
ス
禮
穿
Q
式
後
の
挨
拶
ば
、
も
ば
や
、
メ
リ
ー
・
ク

”
ス
マ
ス
！

　
正
午
、
バ
ン
ビ
王
氏
宅
に
匡
パ
ー
グ
ハ
ー
ス
ド
氏
夫
妻
が
客
ε
し
て
來
訪
O

皆
々
打
ち
揃
ふ
て
食
事
。
そ
れ
か
ら
二
宮
間
ほ
こ
、
大
小
人
一
し
ょ
に
な
っ
て

室
内
遊
戯
。

　
午
後
四
蒔
頃
、
英
子
マ
＼
天
丈
豪
の
週
園
の
芝
生
上
呂
散
歩
す
ろ
。
夕
倉
後

ば
ミ
シ
ー
ン
墨
書
朕
な
歌
っ
た
O

　
い
よ
一
明
朝
ば
、
樂
し
い
一
〃
リ
ス
マ
ス
Q
子
供
逮
ば
靴
下
な
枕
下
に

ぶ
ら
さ
げ
．
て
、
樂
し
ん
で
眠
ろ
O

三
島
月
魑
㎜
争
蕊
目
（
月
）

　
誰
も
か
れ
も
、
平
常
よ
り
早
く
限
が
さ
め
糞
。
七
畔
の
時
、
階
下
の
廣
間
で

ヴ
イ
ク
ト
ロ
ー
ラ
の
立
q
が
マ
ー
チ
を
奏
す
る
の
な
待
ち
、
足
ふ
み
揃
｝
へ
て
、
、
子

供
☆
ち
オ
、
喜
び
つ
㌧
勇
み
つ
㌧
、
下
り
て
行
っ
て
見
れ
ば
、
ク
リ
ス
マ
ス
。

ツ
リ
ー
が
美
し
く
飾
ら
れ
て
あ
ろ
其
の
上
下
に
、
、
山
な
す
プ
ソ
セ
ン
ト
ロ
　
皆

々
凱
歌
奄
學
げ
ろ
。
其
の
内
に
ス
ト
ル
フ
エ
君
ビ
ミ
ス
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
も
招
か

れ
で
、
來
宅
、
皆
で
メ
リ
ー
・
ク
リ
ス
マ
ス
の
交
換
か
し
な
が
ら
、
食
事
な
す
ろ

　
食
事
が
終
る
建
、
一
同
、
ク
リ
ス
マ
ス
・
．
ジ
ー
－
－
一
の
下
に
集
ま
っ
て
、
庇
の

家
の
サ
ン
タ
翁
（
バ
ン
ビ
ー
主
人
）
か
ら
、
一
々
名
な
呼
ば
れ
て
、
プ
ソ
セ
ン
ト

な
項
戴
す
ろ
。
十
時
に
な
ろ
マ
＼
恒
例
だ
ご
あ
っ
て
、
家
族
悉
く
打
ち
連
れ
て

班
長
フ
ロ
ス
ト
氏
の
．
宅
に
挨
拶
に
行
く
Q
す
ろ
ぐ
＼
既
に
、
こ
、
へ
1
1
、
何
所

の
家
か
ら
も
集
ま
っ
て
來
て
、
溢
れ
る
や
う
な
人
嫌
定
其
の
賑
や
か
ざ
。
一
同
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集
ま
っ
た
頃
、
．
こ
こ
か
ら
飛
ん
で
暮
六
か
、
赤
装
束
白
髪
の
サ
ン
タ
・
ク
ロ
ー

ズ
が
現
ば
れ
、
も
れ
な
く
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
奄
渡
す
。
其
の
度
毎
に
拍
手
喝
釆
Q

さ
て
次
ぎ
に
固
縮
者
に
聲
か
A
ロ
ほ
ぜ
て
〃
リ
ス
マ
ス
の
讃
美
歌
准
歌
ふ
。
そ
れ

か
ら
、
一
同
の
所
望
亡
あ
っ
て
渇
英
子
ビ
自
オ
ピ
は
、
口
本
語
の
讃
美
歌
か
歌

つ
カ
。

　
正
午
、
我
々
バ
ン
ビ
氏
家
の
一
家
族
亡
パ
ー
ク
氏
夫
妻
亡
、
ス
ト
ル
フ
エ
君

ミ
ミ
ス
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
ビ
、
招
か
れ
て
、
バ
ソ
ソ
ト
氏
宅
に
行
き
、
同
家
の
人

々
ビ
共
に
午
餐
奄
共
に
す
る
、
大
人
は
大
人
、
小
人
に
小
人
で
、
別
々
の
卓
を

か
し
ん
で
暫
白
く
話
し
な
が
ら
、
之
れ
が
一
年
一
同
の
樂
し
い
食
事
で
あ
ろ
。

　
肖
〔
分
ぽ
A
「
R
師
命
ス
ト
ン
へ
向
隠
り
畿
一
戸
冠
な
け
り
れ
げ
｛
な
・
b
ぬ
O
午
後
三
時
、
バ

ソ
ツ
ト
邪
な
腐
し
、
一
旦
家
に
濤
即
っ
て
旅
｝
装
を
マ
」
』
の
ヘ
　
パ
ー
ク
ハ
ー
ス
小

の
厚
意
に
よ
り
、
同
夫
妻
ピ
英
子
ご
に
見
応
ら
れ
て
、
自
働
車
で
ス
テ
ー
シ
ヨ

．
ン
へ
。
そ
れ
か
ら
四
時
獲
の
列
車
に
乗
り
込
ん
で
先
づ
シ
カ
ゴ
に
向
つ
カ
。
（
今

国
巨
掲
り
族
）
Q

　
午
後
七
時
、
シ
カ
ゴ
蒜
Q
す
ぐ
、
電
車
に
乗
っ
て
、
日
本
人
青
年
・
曾
に
行
っ

て
見
る
こ
、
や
ば
り
雌
所
も
御
祭
り
氣
分
。
自
分
に
前
門
の
汽
車
時
間
に
、
ま

だ
間
も
あ
ろ
の
で
、
暫
へ
、
青
年
旗
ち
こ
茶
話
會
の
席
に
列
し
六
Q

　
午
後
十
一
暗
、
島
津
百
事
に
見
逡
ち
れ
て
、
セ
ン
ト
ラ
ル
停
車
場
に
行
き
、

瀞
ス
ト
ン
行
の
切
符
な
求
め
て
、
無
事
列
‡
に
乗
り
込
む
。
列
車
ば
夜
牛
十
二

副
堤
の
急
行
。
客
ぼ
皆
腕
車
定
共
に
疲
藁
の
中
に
入
る
。

十
箕
月
並
北
嶺
日
ハ
火
）

　
朝
九
時
、
列
車
の
寝
蔓
か
ら
趨
き
上
っ
て
、
具
な
見
ろ
電
、
車
戸
今
丁
度
デ

ト
ロ
イ
下
市
の
大
地
下
ト
ン
ネ
ル
た
禺
た
ば
か
い
・
、
土
地
ば
英
頒
カ
ナ
ダ
の
雪

の
野
か
走
っ
て
み
ろ
。

．
正
午
、
セ
ン
下
・
ト
ー
マ
ス
騒
で
辮
當
の
立
食
、
そ
れ
か
ら
叉
、
乗
り
込
ん

で
、
や
ば
り
無
趣
味
の
原
野
な
走
ろ
。
午
後
三
曝
頃
、
窓
の
外
が
俄
か
に
立
涯

に
な
っ
て
來
た
か
ご
思
っ
て
る
ろ
う
ち
に
、
列
車
1
1
止
っ
た
。
「
五
分
間
停
車
」
．

．
こ
㌧
は
ナ
イ
ヤ
ガ
ラ
、
爆
見
の
騨
で
あ
ろ
Q
早
速
、
カ
メ
ラ
ぜ
双
眼
鏡
こ
な
持

っ
て
、
車
外
に
飛
び
心
し
、
大
急
が
の
見
物
々
や
ろ
。
見
え
て
み
る
爆
．
に
カ
ナ

．
契
側
の
、
所
謂
馬
蹄
爆
だ
け
で
あ
る
け
れ
ざ
、
書
蹟
糞
う
に
ば
相
溝
な
い
噂
暫

く
見
ほ
れ
る
。
…
…
…
其
の
う
ち
に
、
車
掌
の
注
意
あ
り
、
列
車
は
出
血
し
れ

汽
軍
に
暫
く
ナ
イ
ヤ
が
ラ
河
に
浩
ふ
て
、
吊
り
橋
ま
で
來
力
定
こ
ろ
で
一
旦
停

軍
。
こ
・
か
ら
，
置
合
雄
勝
に
入
る
の
で
就
翻
吏
の
槍
査
あ
り
、
型
の
通
り
D

ま
も
な
く
．
し
車
ほ
進
み
始
め
ろ
。

　
パ
フ
ワ
乱
塾
で
乗
り
換
へ
、
そ
れ
か
ら
ほ
日
も
暮
れ
て
窓
外
の
景
色
ぽ
セ
ロ
。

梁
客
匡
各
自
讃
ん
だ
り
話
し
☆
q
カ
ル
タ
を
取
っ
た
り
し
て
み
る
。
自
分
ほ
隣

り
の
カ
ル
タ
坂
り
な
何
心
な
く
見
物
し
て
み
ろ
童
、
思
ひ
が
け
な
く
も
、
鋳
ら

の
一
紳
士
が
、
こ
ち
ら
を
向
い
て
、
「
失
禮
で
す
が
、
あ
な
た
陵
ウ
イ
”
ア
ム
ス

ベ
ー
か
ら
の
二
方
で
巨
あ
り
ま
ぜ
ん
か
？
」
ぐ
し
言
ふ
。
こ
ち
ら
も
少
々
互
い
六

が
、
禿
頭
の
此
の
人
相
、
　
寸
、
こ
こ
か
で
見
れ
こ
ご
が
あ
ろ
や
う
で
も
あ
り

ミ
に
か
く
「
イ
エ
ス
し
ご
答
へ
る
。
す
る
ミ
其
の
人
「
私
ば
マ
デ
ソ
ン
の
ス
テ
ビ

ン
ス
で
マ
」
「
十
ハ
、
、
ミ
ス
タ
・
ス
テ
ビ
ン
ス
！
」
恒
星
の
光
…
反
の
締
旧
密
測
…
｛
尼
で
・

右
目
名
獄
ス
テ
ビ
ン
，
ス
o
A
可
度
の
瀞
ス
ト
ン
の
天
諏
父
臼
禦
禽
目
に
無
目
り
ろ
幹
・
事
為
つ
定

め
る
筈
の
ス
テ
ビ
ン
ス
G
既
の
入
に
、
・
こ
で
出
會
ぱ
う
書
は
全
く
思
ひ
が
け

な
い
喜
び
で
あ
っ
れ
Q
話
し
ロ
直
ち
に
ボ
ス
ト
ン
の
學
會
り
こ
定
に
移
る
。
す

る
書
、
「
僕
の
席
に
御
鼎
［
で
な
さ
い
」
ご
言
ば
る
、
ま
㌔
に
、
隣
り
の
、
車
ま
で

行
き
静
か
な
席
で
話
し
な
つ
獄
け
ろ
。
ボ
ス
蓄
ン
習
合
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
奄
見
ぜ

て
く
れ
カ
の
ば
、
．
流
石
に
凶
事
だ
け
あ
っ
て
手
許
が
明
ろ
い
か
ら
だ
。
話
の
末

匡
日
本
の
舌
ド
ま
で
飛
ん
だ
が
、
夜
の
更
け
な
い
先
に
別
れ
た
告
げ
、
「
明
酬
早

く
、
ボ
ス
ト
ン
の
ハ
ン
テ
ン
ト
ン
職
で
　
し
ょ
に
下
車
し
ま
ぜ
う
」
亡
納
束
し

て
別
れ
カ
Q

　
車
ば
走
っ
て
み
る
。
サ
イ
ラ
キ
ウ
ス
騨
で
、
約
束
の
如
く
吉
田
源
治
廓
君
が

此
の
列
車
に
乗
り
込
ん
で
く
れ
れ
・
氏
ば
京
都
伏
見
か
ら
蘂
て
オ
ー
ボ
ル
ン
憩

學
校
に
勉
學
し
て
み
ろ
青
年
牧
師
、
そ
し
て
臨
交
睡
蓮
O
此
の
夏
、
口
本
出
嚢
以

前
に
會
つ
六
以
來
の
話
し
な
し
索
Q
同
君
ば
、
．
今
夜
わ
ざ
ノ
V
自
分
に
會
ふ
れ

め
三
十
分
聞
此
の
列
車
に
才
り
込
ん
で
く
れ
た
の
て
あ
ろ
。
「
肺
り
に
櫛
寄
り
な

ざ
い
」
Q
「
有
難
う
」
で
、
何
建
か
い
ふ
小
蝦
に
、
．
同
君
ば
下
尊
し
六
。
．
…
…
：
其

の
後
、
自
分
ば
寝
憂
に
入
ろ
Q

学
二
月
島
十
七
日
（
水
）

　
午
前
六
時
、
瀞
ス
ト
ン
市
中
の
ハ
ン
チ
．
ン
ト
ン
騨
で
下
車
、
ス
テ
ビ
ン
ス
氏

ミ
一
し
ょ
に
、
近
く
の
コ
プ
レ
イ
・
ホ
テ
ツ
に
行
つ
六
が
、
同
氏
1
／
室
の
躁
約

が
し
て
あ
っ
た
が
、
白
分
ば
約
束
し
て
置
か
な
か
つ
六
六
め
、
「
滞
員
謝
紹
」
や

む
な
く
、
ま
だ
外
の
う
す
暗
い
市
中
だ
二
三
尋
ね
ま
ば
つ
て
、
遽
に
コ
プ
レ
イ

プ
ラ
ザ
亡
い
ふ
一
等
旅
館
に
一
室
た
見
出
し
あ
ト
。
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一
先
づ
一
二
付
い
て
、
沖
何
物
な
皿
直
い
て
了
へ
ば
、
．
室
…
内
に
用
…
守
旧
μ
も
怯
い
。
．
八
時

頃
、
ホ
テ
ル
々
雄
て
、
か
れ
て
ベ
デ
カ
ア
で
翫
ん
で
辮
へ
て
お
い
た
街
路
を
散

歩
し
つ
、
、
チ
ヤ
ル
ス
河
の
岸
に
出
、
其
の
岸
に
沿
ふ
て
、
西
へ
、
ハ
ア
ヴ
ア

下
橋
眸
か
ら
橋
奄
渡
る
Q
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
・
べ
一
に
比
べ
ろ
ぐ
」
寒
さ
ば
甚
だ
し

く
な
く
、
空
ば
曇
っ
て
み
ろ
が
、
朝
の
玉
璽
に
殊
に
好
い
Q
橋
ん
・
渡
り
終
っ
て

右
手
に
大
き
な
石
造
建
築
が
あ
る
。
何
か
の
搏
物
館
で
も
か
ビ
思
っ
て
近
づ
い

て
見
ろ
ビ
、
こ
れ
こ
そ
、
昨
日
來
、
杢
米
の
科
些
者
を
集
め
つ
、
あ
．
ろ
マ
サ
チ

エ
セ
ツ
工
業
赤
恥
で
あ
っ
六
。
自
分
に
ビ
つ
て
ば
誠
に
好
自
転
。
薩
ち
に
受
付

に
入
っ
て
到
着
の
登
記
な
す
ま
し
、
蕩
心
章
ビ
プ
ロ
グ
ラ
ム
芝
か
・
受
け
六
〇

　
全
来
科
學
合
目
の
D
部
（
二
丈
技
芸
》
μ
今
日
午
前
十
時
、
、
、
の
．
マ
サ
チ
ユ
セ
ソ

錐
院
の
第
四
二
三
一
號
室
で
開
か
れ
ろ
。
不
案
内
の
自
オ
ー
1
、
第
一
論
れ
な
い

や
．
う
に
ぐ
・
、
少
し
早
い
目
か
ら
、
指
定
の
室
か
、
さ
が
し
一
、
丁
度
目
的
の

所
へ
行
っ
て
見
糞
。
そ
の
中
に
外
の
人
々
も
、
漸
々
集
ま
っ
て
爽
表
。
し
か
し

勿
論
粥
、
始
め
て
此
の
合
昌
A
口
に
、
出
る
の
で
、
、
知
っ
て
み
ろ
人
亡
て
ば
、
ス
テ
ゼ
ン

ス
氏
以
外
に
一
人
も
な
い
Q

．
定
刻
十
時
、
大
き
な
太
っ
た
人
が
座
長
席
に
つ
き
、
ス
テ
ビ
ン
ス
氏
が
其
の

側
に
席
秘
占
め
て
、
會
ほ
始
ま
っ
た
。
最
初
、
」
新
入
會
“
貝
の
推
薦
が
あ
り
、
（
其

の
申
に
自
分
の
名
も
讃
ま
れ
て
あ
っ
六
）
皆
異
議
な
く
可
決
。
そ
れ
か
ら
豫
定

の
順
序
に
よ
り
、
各
自
の
煽
惑
朗
讃
に
移
ろ
Q
午
後
O
時
牛
、
一
先
づ
閉
會
、

上
目
分
ば
肇
院
・
内
の
ウ
ナ
カ
ー
館
へ
、
遭
口
八
州
な
糞
べ
に
行
つ
大
Q
そ
れ
か
ら
、
白
回

分
ば
、
思
ひ
付
き
で
、
A
蔀
（
数
集
部
）
の
一
般
的
可
塑
が
二
時
か
ら
開
か
れ
ろ

の
に
鵠
塾
し
大
。
此
の
席
で
に
「
空
間
マ
」
時
間
」
オ
い
ふ
共
通
題
の
下
に
数
學
者

バ
ー
ク
ホ
フ
氏
ぜ
、
物
理
晒
者
リ
ヂ
マ
ン
氏
ぐ
＼
天
丈
雄
者
シ
ヤ
プ
ソ
イ
氏
ビ

が
講
演
か
や
つ
カ
Q
集
ろ
も
の
約
五
百
。

　
夜
、
天
丈
學
部
ば
ハ
ァ
ウ
ア
ド
天
文
峯
で
、
姦
長
シ
ャ
ブ
レ
イ
夫
妻
の
ソ
セ

ブ
シ
ヨ
ン
が
あ
ろ
。
之
れ
に
列
す
る
カ
め
、
自
分
ば
電
庫
で
碑
掛
け
六
〇
此
頃

か
ら
盆
模
様
が
陰
悪
に
な
っ
て
、
風
も
強
い
。
ソ
セ
ブ
シ
ヨ
ン
に
ば
自
分
が
先

頭
到
斉
、
暫
く
し
て
、
ご
や
一
ご
澤
山
の
來
客
あ
り
。
、
ζ
で
シ
ヤ
プ
ソ
イ

ミ
ス
。
カ
ノ
ン
、
ミ
ス
・
ヤ
ン
グ
、
ミ
ス
。
フ
ア
ネ
ス
、
、
ス
テ
ビ
ン
ス
、
ダ
グ

ラ
ス
等
に
出
命
日
っ
乗
Q
今
一
人
目
今
日
の
學
會
の
座
長
に
ス
テ
ビ
ン
ス
氏
が
自

分
ん
紹
介
し
六
。
そ
れ
ば
思
ひ
が
け
な
く
も
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
の
ラ
ソ
セ
ル
教

授
で
あ
’
．
穴
。

　
麟
り
の
途
中
、
天
氣
は
院
れ
模
標
ミ
な
っ
て
ゐ
糞
Q

十
二
月
二
十
八
コ
口
木
）

　
今
日
ば
午
前
中
、
ハ
ア
ヴ
ア
ド
大
瓶
ジ
エ
フ
ア
ソ
ン
實
験
所
で
物
理
穐
會
ミ

天
文
學
會
ミ
の
聯
合
會
が
開
か
れ
る
。
自
分
ほ
、
図
れ
為
し
れ
け
れ
ご
、
十
一

豊
頃
、
雪
為
胃
し
て
、
會
揚
に
闘
い
カ
。
三
百
人
程
の
纂
會
で
、
實
に
盛
ん
で

あ
っ
六
G

　
午
後
ほ
近
く
の
天
丈
藻
潮
験
所
で
、
天
功
部
の
葺
合
が
あ
る
た
め
、
自
分
ば
．

早
く
か
ら
其
の
当
場
に
行
っ
て
雪
秘
遽
け
て
る
た
。
會
ぽ
講
豊
津
で
開
か
れ
、

や
ば
り
十
藪
四
の
弧
劇
女
㏄
朗
満
眠
あ
り
、
終
〃
つ
て
、
儒
川
長
ス
テ
ト
ソ
ン
氏
夫
妻
力
ら

茶
の
饗
鷹
が
あ
っ
ハ
。
蛙
の
日
、
自
分
に
シ
ユ
ソ
シ
ン
ジ
ヤ
ー
氏
に
蔚
恥
し
議

　
夜
ほ
マ
サ
チ
ユ
セ
ツ
學
院
の
ウ
ナ
カ
ー
館
に
開
か
れ
ろ
麺
俗
講
演
會
に
出
艀

し
、
ハ
ア
ヴ
ア
ド
大
船
の
デ
ヴ
イ
ス
教
授
の
「
コ
ロ
ラ
ド
挾
谷
の
地
質
」
為
聞
¢

た
。
縛
り
ぱ
大
吹
雪
1

蕪
糊
野
洲
麗
甦
総
論
鵠
雛
繍
肥
聡
概
論
訣

氏
の
交
奄
ス
ロ
ー
カ
ム
氏
が
代
讃
し
、
他
に
二
三
残
り
の
文
の
紹
介
あ
り
。
午

後
三
時
頃
全
蔀
終
了
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
構
、
嬉
．
に
所
タ
見
學
が
し

　
自
分
ぱ
、
折
角
、
ζ
ま
で
來
六
の
で
あ
ろ
か
ら

大
か
つ
戴
け
れ
ご
、
生
鱈
、
天
候
が
非
常
に
悪
い
の
で
、
致
方
な
く
、
今
夕
、

當
地
々
田
獲
、
麟
途
に
つ
く
亡
決
心
、
そ
れ
ま
で
の
回
り
の
時
間
な
少
し
で
も

観
誰
碧
晃
欝
観
絆
鍬
㏄
密
陥
嘉
V
線
鷲
心
臣
注
・
訴

、
っ
、
、
南
停
車
場
に
行
姦
㍉
、
　
シ
カ
ゴ
行
の
切
齪
付
加
町
求
め
で
、
、
午
後
山
ハ
時
乱
T
五

分
出
獲
乃
列
車
に
乗
り
込
ん
だ
Q

十
島
四
日
謡
昌
十
・
日
（
十
『
）

㌔
全
室
鋸
碑
善
意
溜
難
獣
心
M
薪
羅
撮
毯
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
窓
か
ら
左
側
に
近

．
ば
合
衆
國
に
入
り
デ
ト
ロ
イ
杢
市
な
通
謀
イ
〇
誤
達
過
ぎ

　
　
　
　
ア
ー
ボ
〃
天
文
蓑
を
望
む
Q

く
ア
ン
・

　
何
昨
の
間
に
か
、
汽
車
ば
定
刻
よ
り
も
だ
ん
ぐ
渥
れ
て
了
つ
れ
Q
遂
に
シ

カ
ゴ
盲
ぱ
午
後
十
一
時
、
又
々
、
日
本
人
青
年
會
に
馳
σ
込
ん
で
宿
ろ
。

十
凸
一
八
溜
昌
十
㎜
日
日
）

何
等
綴
凪
激
職
駅
響
諜
期
麟
が
男
盛
農
務
満

．
ε
し
た
Q

　
午
後
二
時
兀
十
五
分
獲
の
西
北
線
で
、
夕
方
、
無
事
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
。
べ
一

の
宅
に
囁
る
。


